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心と形に残る家族のコミュニケーションを求めて

実 践 す る 喜 び を 味 わ い 、 家 族 の 一 員 と し て の■主 題

自 覚 を 高 め る 家 庭 科 指 導 の 工 夫

― 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の 活 用 を 通 し て ―

■特別研修員 丸山 晶子（藤岡市立美土里小学校）

■研究の概要 本研究は、児童が家庭でできることを見つけ、考え、実践する過程に、家族間

で思いや願いをやり取りするワークシート形式の『家族ふれ合い便』を導入する

ことで、家族の一員としての自覚を高めるものである。家庭の仕事や団らんの計

、 、画立案と実践後に児童と家族がコメントを交換し ファイリングしてきたことで

コミュニケーションの蓄積を視覚的にもとらえて実践の喜びを味わい、より能動

的に児童が家族とかかわるようになった。

■キーワード 【家庭 小学校 家庭生活 家族関係 コミュニケーション 学習方法】

現代社会において、科学技術の発達による

物質的な豊かさや情報化がもてはやされる一

方で、人間関係の希薄化を一因とする諸問題

が発生している。人間関係の希薄化には様々

な要因が考えられる。その中で、人同士のか

かわりによって成り立つ社会の、最も核とな

る家庭における家族間の結び付きに解決の糸

口を求めつつ、学校教育の在り方も問われて

いる。折しも、家庭科教育に「家族の在り方

や家族の人間関係などの一層の充実」を図る

ことが求められている。

小学５年の本学級の児童の多くは 「好きな、

ことができる 「安心していられる、安心し」、

て話ができる」という理由から、家族と一緒

。 、に過ごすことを楽しいと感じている しかし

家族と過ごすよさを感じながらも、実際には

生活時間のずれから家族全員がそろわなかっ

たり、家族みんなで何かをすることが少なか

ったりしてそれを不満に思っている児童もい

る。それでいて、仕事を進んで手伝うなど、

自分から家族に働きかけることは少ない。

これらのことから、家族との触れ合いを求

めている児童たちに、家庭科の学習を通して

、自分からもできることがあることに気付かせ

その実践が家族の触れ合いを深めることにつ

ながることを、体験を通して実感させること

が大切ではないかと考えた。

Ⅱ そ こ で 『家族ふれ合い便』、

『家族ふれ合い便』とは、家族のコミュニ

ケーションを重視したワークシートで、学校

での実習・製作や家庭での実践への意欲を高

め、実践する喜びを味わうことで家族の一員

。としての自覚を高めることを目的としている

児童が学習過程における気付きや考えを家

族に投げかけ、それに対して家族がアドバイ

スや励ましを送る。これをもとに自分の考え

を決定したり計画を改善したりするなど、自

分の思いや考えと家族の思いやアドバイスと

をキャッチボールする という、家族との触( 図 １ )

れ合いの手段として考えたものである。

自分の考え 家族の思い

や気持ち、 やｱﾄﾞﾊﾞｲｽ、

感謝 励まし

図１ 『家族ふれ合い便』による思いのキャッチボールの

イメージ図

Ⅰ 触れ合いを求める子どもたち
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児童と家族がコメントを交換し合う『家族

ふれ合い便』を取り入れることにより、家族

との触れ合いを実感して実践する喜びを味わ

い、家族の一員としての自覚が高まることを

実践を通して明らかにする。

Ⅳ 研 究 の 見 通 し

１ 小題材の導入部に「家族ウォッチング」

という観察行動を取り入れることにより、

家族の思いや行動及び家庭生活上の問題に

気付き、解決すべき課題としてとらえるこ

とができるであろう。

２ 課題解決のための実習計画・家庭での実

践計画の立案段階に『家族ふれ合い便』を

取り入れることにより、実践への意欲や自

信を高めることができるであろう。

３ 家庭での実践において「家族ウォッチン

グ」と『家族ふれ合い便』を取り入れるこ

とにより、家族に役立ったことを喜びと感

じ、家族の一員としての自覚を高めること

ができるであろう。

Ⅴ 研究の内容と方法

１ “ 家 族 の た め に ” と い う 児 童 の 思 い を 生

かした題材の組立

小学５年の１学期は、学習経験も家庭での

生活体験も少ない。したがって、家庭の仕事

への関心を高め、家庭生活に協力するのに必

要となる基礎的な知識と技能の定着を図るこ

とが大事である。そのため 「どのように生活、

しているかな」と「わたしにできることは」

という２つの題材をそれぞれ単独で扱い、指

導した。２学期は、１学期の学習を通して芽

生えた児童の“家族のために”という思いを

「家族との食生活をより楽し実現するために

２つくするために作る」という視点に立ち、

の題材の各内容を複合させて図２のように組

、 「 、み立て 新たに 家族のために作って楽しく

作っておいしく」という題材を設定した。

２ 研 究 の 構 想

(1) 家族を巻き込もう

学校での学習で家族との触れ合いを指導す

るには、家庭との連携が必要不可欠である。

児童が学習を通して身に付けた知識や技能を

土台に家族とのコミュニケーションをとりな

がら実践できるようにするため 『家族ふれ合、

』 、い便 を取り入れる趣旨を学級通信で知らせ

保護者への協力を依頼した 。（資料編参照）

(2) 家 族 の 思 い を 「 家 族 ウ ォ ッ チ ン グ 」

家庭での実践へのアプローチとして、まず

「 」 。 、家族ウォッチング を取り入れる これは

家族の思いや行動、家庭生活上の問題点に気

付かせるとともに、実践が家族にもたらす効

果を把握させる目的で、題材の導入部や家庭

での実践時における観察行動である。これに

より、自らの気付きに基づく主体的な学習活

動が展開されていくと考える。

(3) 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の 導 入 で 児 童 の 意 識

は こ う 変 わ る

自らの気付きに基づく行動が、家族に喜ば

れたりほめられたりする、つまり家族に好ま

しい影響を及ぼしたという成功体験の積み重

ねは、やがて「自分が努力し、行動したこと

は家族のために役立つ」という自信へとつな

がると考える。この自信が実践する喜びを増

幅させ、実践の喜びを味わうようになった児

Ⅲ 研究のねらい
２学期の題材 扱う内容

① 作って楽しく使おう (２)(３)
家族のためにという児童の思い ⇒(１)
② (４)(５)作っておいしく食べよう

家（５ 簡単な調理) 題

族 作 作題材② 作っておいし 材

の っ っ題 名

た て て材 (１)家庭生活 は

め 楽 お① と家族

い作 にし

く しっ

くて楽しく使おう

（3)生活に役立つ物の製作

図２ ２学期の題材の組立
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童は、家庭生活を支えている衣食住の仕事や

家族の思いに対して探求心を持ち、自分にで

きることについてさらに深く考えるようにな

ると思われる。

３ 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の 作 成 と 活 用

(1) 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の 特 徴

図３は、児童の意識が『家族ふれ合い便』

の導入によってどのように変わっていくかを

想定して学習過程に位置付け、研究の構想と

してまとめたものである。

『家族ふれ合い便』をワークシートの形式に

したのは、ファイリングが可能であり、家族

…児童の意識 家族ふれ合い便の導入学習

上は児童のコメント、下は家族のコメントの視点過程 …授業 :
食生活に関わる小物とその活用状況を

家族ウォッチング
家庭生活上の問題や家族の思いへの気付きつ

か
食生活を楽しくするアイディアむ

家族ふれ合い便自分にできることは何か
家族からのアドバイスや励まし考

実践への意欲え
製作・実習前の意気込みや不安感

家族ふれ合い便る 実習計画立案
族からのアドバイスや励まし家

実習への自信や
製作・実習の反省や達成感っ

家族ふれ合い便て 製作・実習
家族からの賞賛や家庭での実践み
への期待る

実践への意欲と自信
実践上の工夫や実践への意気込み考

家族ふれ合い便家庭での実践計画立案
家族からのアドバイスや励ましえ

実践へのさらなる意欲と自信
る

実践の反省や達成感

家族ふれ合い便家庭での実践
家族からの感謝や今後の実践成功体験
への期待生 家族のために役立った！

食事会の時の家族の様子を

家族ウォッチング
実践する喜び

実践の喜びの共有化か

家庭での実践報告・学習の振り返り

目指す児童像す 家族の一員としての自覚の高まり

図 ３ 研 究 の 構 想

家庭での日常的実践
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のコミュニケーションの積み重ねを視覚的に

とらえやすいからである。全 ページとし、12
Ａ４サイズ１枚のワークシートの中には、図

４に示すように次の要素を取り入れる。

これにより、自らの気付きに基づく主体的

な活動を家族の協力を得ながら行っていくこ

とを、常に児童に意識させることができると

考える。また、自分の気持ち欄や家族からの

メッセージ欄に何を書けばよいかを焦点化す

、 。るために 記入することの視点を書き添える

さらに、家族からのメッセージを受けた児童

、の意識がどのように変わったかを見るために

メッセージを読んでからの自らの気持ちを記

入する欄も設ける。

児童は、授業や家庭で必要事項をワークシ

ートに記入し、クリアシートに１枚ずつファ

イルする。そして、自分が記入したことへの

コメントを家族にお願いし、次の学習活動や

家庭での実践に生かすようにする。

(2) 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 に 期 待 す る も の

【児童にとっての『家 族 ふ れ 合 い 便 』の 価 値 】

○自分の存在や行為への家族の関心を集め、

触れ合いの場を確保することができる。

○家族の励ましや助言、賞賛の言葉を形に残

し、いつでも繰り返し見ることができる。

【教師にとっての『家 族 ふ れ 合 い 便 』の 価 値 】

○家庭での児童の実践の様子を把握でき、個

に応じた支援や評価がしやすくなる。

○児童と家族のコメントを学級便りで紹介す

、 。ることで 保護者の意識をより高められる

【保 護 者 に と っ て の 『家 族 ふ れ 合 い 便 』の 価 値 】

、○子どもの学習状況や思いを知ることができ

親子の共通の話題が増える。

検証の観点 検証の方法見通し

食生活に関わる布製品と家庭での使われ方、食事の組み合わせ方やご飯 ・家族ふれ合い便：観察欄の内容分析１

とみそ汁の作り方、食事中の雰囲気を「家族ウォッチング」により観察し ・話し合い活動における言動分析

て『家族ふれ合い便』に記録したことにより、家庭生活を形成する事柄や ・意識調査の分析

家族の思いに気付き、学習活動に生かすことができたか。

小物作りやご飯とみそ汁作りの実習計画の立案段階、家族のための食事 ・家族ふれ合い便：自分の気持ち欄の２

会の実践計画の立案段階において『家族ふれ合い便』を活用して家族間で 内容分析

コメントのやり取りをしたことにより、家族の期待を感じ、実践への意欲 ・製作や実習活動における行動分析

や自信を高めることができたか。 ・意識調査の分析

実習後や家庭での実践において「家族ウォッチング」や『家族ふれ合い ・家族ふれ合い便：自分の気持ち欄の３

便』を活用したことにより、家族のために役立ったことを実感して喜びと 内容分析

感じ、家族の一員としての自覚を高めることができたか。 ・意識調査の分析

ワーク欄

家族からの

メッセージ欄

家族ウォッチング

による観察欄

自分の

気持ち欄

Ⅵ 検証計画

○ 「 家 族 ウ ォ ッ チ ン グ 」 に よ る 気 付 き や 家 族 か ら

聞 い て 分 か っ た こ と を 記 録 す る 観 察 欄

○ そ れ に 基 づ き 学 習 作 業 を す る ワ ー ク 欄

○ 学 習 過 程 に お け る 自 分 の 思 い や 考 え を 記 入 す る

自 分 の 気 持 ち 欄

○ そ れ に 対 す る 家 族 の 思 い や 助 言 な ど を 記 入 し て

も ら う メ ッ セ ー ジ 欄

図 4 ワークシート『家族ふれ合い便』（№１）
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１ 授業実践

対象 藤岡市立美土里小学校 ５年３組 名 期間 平成 年９月９日～ 月９日28 15 12
題材名 家族のために作って楽しく、作っておいしく 時数 時間22

２ 授業実践の記録

『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 へ の過 場 時 指導内容 主な学習活動と児童の反応

家 族 か ら の コ メ ン ト程 面 間 は授業中の発言・記入文、 は家族のコメントを受けて

○２学期の学習内容と ○仕事をした時の家族の反応を思い起こす。つ １学

ほめられて お母さん少しはか 校 『家族ふれ合い便』の

うれしかった 楽になったかなむ 活用の仕方

他にも何かできる 家族ふれ合い便○楽しい食生活にする

ことがあるよね おもしろそうだねためにできること

(家族ｳｫｯﾁﾝｸﾞで布製品 《児童が見つけた食生活に関わる布製品》エプロン・台布巾・布巾・ティッシュ家

の活用法を観察させる) カバー等よく使われる物、コースター・ランチョンマット等あまり使われない物庭

○布の種類や性質、ミ ○布製品を見たり触れたりし、布やミシン縫いの特徴学 ２

シン縫いの特徴 を話し合う。校 ・

あったらテーブルが３ ○食生活を楽しくする ○持ち寄った布製品でテーブルコーディネートする。

。小物への関心を高める。 ﾗﾝﾁｮﾝﾏｯﾄがあると 明るい感じになるね

２組あったらお手伝家 (小物のアイディアを家 きれいだし、机も汚 頑張って作るね。お楽しみに

いしてもらう時便利庭 族と相談させる) れなくていいかもね

だね。楽しみです。鍋つかみが２組あれば、 親指のところが難しそう

大きめに作ってね。一度に２人使えるよ だけど鍋つかみに決めた

ト ー ト バ ッ グ は 重 た考 ４学 ○食生活を楽しくする ○形や縫う方法などを工夫して計画を立てる。

い物を入れても破れえ ５校 小物作りの計画立案 ○ミシンの基本的操作を練習する。⇒下糸の巻き方とセッ

ないように、ミシンる ６ ○ミシンの安全な取り トの仕方、ミシン針のつけ方、上糸のかけ方と下糸の出し方、

。７ 扱い方・基本的な操作 返し縫いの仕方、角の曲がり方、直線縫い でしっかり縫ってね

結構うまくできたよ。ミシン家 (縫い方などについて家

で縫うと、きれいだし キャベツを入れても大丈夫なように庭 族と相談し、計画を

しっかり縫えるね ひものところを何回も縫えばいいんだね見直させる)

大事な手紙が整理できるって いいね。それ学 ８ ○布の裁ち方、印の付 ○計画に従って

期待されているんだ。ポケット 喜ばれそう。私も校 ９ け方、ミシンの操作、 小物作りをする。

に家族の名前をつけよう そうしようかな10 アイロンの使い方

す ご く 上 手 に で き生 家 (作品を家族が使って できてうれしい！

た の で び っ く り 。 食か 庭 いる様子を観察させる） 早く使ってほしいな

事 を す る の が 楽 し くす 時間をかけて 喜んで使ってくれてよかった。

な っ た よ 。 家 族 全 員作ったエプロンは お父さんとお姉ちゃんの分も

分があるといいな。自分ではすごくうま 作りたい。

ひもが自由に調整くできたと思う 図 ５ 完 成 し た 小 物 に つ い て の や り 取 り

で き て と て も 使 い や

す い 。 赤 い 色 も 使 っお母さんがエプロンを着て食器を洗ったり揚げ物をする時に使ってくれる。毎日使ってく

。れるのでうれしい。妹も遊びで使ってくれる。ｸｯｼｮﾝを作ったらお父さんも使えるかな。 てみるとステキだね

ほめられたけど
自 分 で は
まだまだ

Ⅶ 指 導 の 実 際
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作った物を自分学 11 ○成功体験の共有化 ○家族ふれ合い便の家族とのやり取りを振り返り、意

。 家族みんなが使ってくれるのはうれしいよね でも使って、買い物校 ○小物のよりよい活用 見交換する

毎日使ってもらえる 買い物袋はみんなが必ず行く所に に行ったり料理したりの仕方への関心を

と作ったかいがある 置けば目につくよね するといいんじゃない高める。

(食事の組み合わせなど 《児童の気付き》 ・おいしく食べられるように毎日違うおかずを作っている。つ 家

を観察させる) ・ご飯には、みそ汁とおかずがいつもある。 ・肉と野菜のバランスがいい。か 庭

。む 学 12 ○栄養的特徴と体内での働きによる食品の仲間分け ○食事の組み合わせについて調べたことを発表する

、 。校 13 ○食品を組み合わせる必要性 ○なぜ食べるのか なぜ組み合わせるのかを考える

(ご飯の炊き方について、家 ○米の洗い方、米と水の分量、米の浸水時間などについて観察して気付い家

のやり方を調べさせる) たことや、聞いて分かったことを記録する。庭

水が透明になる考 学 14 ○米の洗い方、米と水 ○おいしいご飯を炊くための課題を決め、試す計画を立てる。

お父さんが固いご飯が お米を一晩水につけている まで洗うの？家はそえ 校 の分量、浸水時間のそ

好きなのでいつも固めだ 家もあれば、といですぐ うでもなかっる れぞれについて対照実

けど水加減の問題だな 炊く家もあるんだね たなあ験の計画を立てさせる。

○おいしいご飯の炊き ○おいしいご飯の炊き方を、対照実学 15

方の手順・火加減やポ 験によって味や軟らかさなどを比較校 ・

イント してまとめる。16
(みそ汁をおいしく作る 《児童が調べたおいしさの秘訣》家

ための工夫について調 ・具だくさん ・具の固さによって庭

べさせる) 入れる時間を変える ・みそは最後

に少しずつ汁で溶いて入れる ・み

そを入れたら沸騰させない

○にぼしを使っただしの取り方、材料の切り方と入 ○調べたことの中から共通性のあることを取り入れ学 17
れる頃合い、みその扱い方 て、おいしいみそ汁の作り方をまとめる。校

○ご飯とみそ汁の２つの調理を同時進行させるため ○ご飯とみそ汁の調理実習の計画を立てる。学 18
のポイント校

友 達 と 協 力 す れ ば お家 (ご飯とみそ汁の実習計 自分の仕事に責任を持って頑張るつもり。お母さんが

。庭 画を家族に見てもらう) 作ってくれるようなみそ汁になるかな いしいのができるよ

畑 の 大 根 を ぜ ひ 自 分や 学 19 ○調理器具の安全な扱 ○ご飯とみそ汁の調理実習をする。

で抜いて作ってね。っ 校 20 い方 初めて作ったみそ汁はおいしかったよ。今度は家で作るからお楽しみに

う ま く 作 れ て よ か って 家 (実習の感想を伝え、家 ご飯がおいしく炊け 何とかやってみるよ

た ね 。 家 で お に ぎ りみ 庭 庭での実践に向けて家 たよ。ご飯炊きは

。る 族の希望を調べさせる) まかせてね おいしいのができるように頑張る 大会をしてみよう

計 画 は バ ッ チ リ で き学 21 ○家族の希望や友達の ○家族との楽しい食事のために自分にできることを考

て る み た い な の で 、校 よいアイディアを生か え実践計画を立てる。 みそ汁の具の組み合わせは…

。した実践計 コースターを家族分作って、 サラダのドレッシングは手作りにして… 後は愛情を持ってね

作 る 前 に 必 要 な 材 料画の立案 ご飯は炊飯器で炊いて、おかずも 学校の楽しい話をしながら…

や 道 具 を 用 意 し て おあった方がいいから とにかく頑張ります

。ゆで卵を作ろうかな くと手早くできるよ

。家 (実践予定日を家族と相 準備は大変だったけど、みんな楽し 家族そろって楽しくできてよかったね

片付けまで一緒にちゃんとやれたね.庭 談し、実行させる。食 そうだったし,自分も楽しかった

みんながおいしいと言いながら食べた事会の準備や食事会の おじいちゃん、お母さん、お父さん、

の で 、 い つ も よ り 本 当 に お い し く 感 じ時の家族の様子を 親戚のおじちゃんとにぎやかに楽しくでき

ら れ ま し た ね 。観察させる。) てよかった。また食事会をしようね

図 ６ 実験結果を記録している様子
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○ お 母 さ ん が 作 っ た 味 と ほ と ん ど 同 じ畑の大根を自分で抜いてみそ汁に

でびっくり(母)○大根に味がしみていてするとは考えたこともなかった。でも、

よ か っ た （ 兄 ） ○ お い し か っ た よ 。 ま計画通りにできてよかった。

た作ってね（姉）○うまかった(父)少ししょっぱかったけどね。

○家庭実践の報告と実 ○家庭での実践を聞き合い、家族のためにこれからも続けてやってみたい学 22
践の喜びの共有化 ことや新しくチャレンジしたいことを考える。校

ふれ合い便に書くたびにお母さんがいろいろと書いてくれ

てうれしかった。時々お父さんやお兄ちゃんも感想を書いて みそ汁作りが楽しかった。家族と一緒に買い物に行って

くれた。ふれ合い便ファイルを見るとなつかしい気がする。 あれこれ言いながら具を決めたから。いつも材料を考え

自分がすることを、家族が応援してくれたり喜んでくれたのが たり作ったり片づけたりするお母さんはすごい。ふれ合い

すごくうれしかった。お父さんは帰りが遅いけど、ぼくが作った 便にもｱﾄ゙ﾊﾞｲｽをたくさん書いてくれるのでいつも楽し

みそ汁を飲んで「おいしかった」とふれ合い便に書いてくれた。 みだった。できることをやってお母さんたちを喜ばせたい

※児童の発言及び児童・家族の記入文は、主だったものを記載した。

Ⅷ 結果と考察

１ 研 究 の 見 通 し １ ― 導 入 段 階 で の 「 家 族 ウ

ォ ッ チ ン グ 」 の 導 入 ― に つ い て

意識調査の結果から、８割強の児童は「家

族ウォッチング」という観察行動に関心を持

ち 、観察したことを授業や生活の中に役立( 図 ７ )

てようと努力していた ことが分かった 家( 図 ８ ) 。『

族ふれ合い便』の観察欄を見ても「家族ウォ

ッチング」への取組は比較的よく、与えられ

た視点について見たり聞いたりしたことを細

かく記述することのできた児童が多かった。

特に食事の組み合わせについての観察では、

色どりや栄養的な価値に触れる気付きのある

児童もいて、授業のねらいに迫る重要な役割

を果たした。また、観察して調べてきたこと

を発表する場面では、自分の家との類似性や

相違点を見つけながら聞き、自分の家ではな

ぜそうするのかを考えて話し合うことができ

た。以上のことから 「家族ウォッチング」は、

家庭生活を形成する事柄や家族の思いに気付

くことに有効であったと考える。

図 ８ 児 童 の 「家族ウォッチング」の授業や生活への生かし方

２ 研 究 の 見 通 し ２ ― 計 画 立 案 の 段 階 で の

『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の 導 入 ― に つ い て

『家族ふれ合い便』の家族からのコメント

、 。は 多くの児童にとっての楽しみであった( 図 ９ )

授業実践の記録にもあるように、この段階で

の家族からの期待感を込めたアドバイスは児

童の実践する意欲を高め、喜びを伴って積極

ほとんど生

かそうとし

ていない

0%

どちらとも

いえない

15%

あまり生か

そうとして

いない

11%

進んで生

かそうとし

ている

15%
なるべく生

かそうとし

ている

59%

とても楽し

み
44%

楽しみでは

ない
0%

どちらとも

いえない。

19%

あまり楽し
みではない

7%

やや楽しみ
30%

図 ９ 家族からのコメントを待つ気持ち

図10 計画立案の段階での『家族ふれ合い便』でのやり取り

図 ７ 児 童 の 「家族ウォッチング」へ の 取 組 の 様 子
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1 9 % 0%

関 心 を 持 ち 、進 ん で 観 察 し た り 記 録 し て い る 。         

関 心 を 持 ち 、観 察 し た り 記 録 し て い る 。              

関 心 は あ る が 、 観 察 や 記 録 は 大 変 で あ る 。         

あ ま り 関 心 は な い が 、 宿 題 な の で し て い る 。          

あ ま り 関 心 が な く 、 忘 れ る こ と が 多 い 。                
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的に計画に生かされた 。また、実習や実( 図 )10

践前に抱ていた不安を払拭し、自信を持たせ

る効果があった。家族も計画書や完成した小

物、食事会への取組を通して、子どもへのコ

メントが授業や家庭で生かされていると感じ

ている 。コメントの記入に関心を持って( 図 )11

( 図取り組んだ保護者が４人中３人いたことも

、この実感によるものと考えられる。以上12)

のことから計画立案の段階での『家族ふれ合

い便』の導入は、児童に実践への意欲と自信

を持たせ、高める効果があったと言える。

３ 研 究 の 見 通 し ３ ― 実 習 ・ 実 践 後 で の 「 家

族 ウ ォ ッ チ ン グ 」 と 『 家 族 ふ れ 合 い 便 』 の

導入―について

児童は、家族からの励ましやアドバイスを

受けて自信を持って学校での製作や実習に臨

み、その成果を家庭に持ち帰って実践した。

技能の定着に個人差はあるが 『家族ふれ合い、

便』の自分の気持ち欄から、多くの児童が達

成感を持ったことがうかがえる。さらに「家

族ウォッチング」や『家族ふれ合い便』のコ

メントから、自分の頑張りが家族に認められ

たことを視覚的にも掴めた児童は 「今後もで、

きることをしよう」という家族の一員として

の自覚に目覚めた 。( 図 )13

図 1 3 『家 族 ふ れ 合 い 便 』№１２への児童の記入文
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１ 成果

『家族ふれ合い便』が家族のコミュニケー

ションに役立ったことを、児童の約７割、保

護者の約９割が実感できたと言える 。実( 図 )14

践報告会ではファイリングされた『家族ふれ

合い便』を大事そうに抱え 「家族に喜ばれて、

うれしい 「ほめられて気持ちがいい」等の互」

いの喜びを共有し合っていた。ワークシート

という視覚に訴える手段が家族間の思いを明

確にし 「今後もできることを続けよう」とい、

う児童の気持ちを強めた。保護者からも｢親子

で話す機会と会話が増えた 「日頃話さない部」

分も伝わってくる｣

｢家事を進んで手伝

うようになった」

という感想が聞か

れた｡形に残る家族

の触れ合いは児童

の心に浸透し、家

族の一員としての自覚を高め、能動的に家族

とかかわろうとする生活態度を育んだ。

２ 今 後 の 課 題

家族のコメントに期待感を持てるか否かが

授業や家庭実践への取組に影響するため、適

切な記入ができるよう、さらに『家族ふれ合

い便』の記入欄の焦点化を図っていきたい。

指導者 指導主事 伏見 和枝
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ほ と ん ど あ て は ま ら な い
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や や あ て は ま る

あ て は ま る

児 童 保 護 者
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Ⅸ 研究の成果と今後の課題

おいしいご飯とみそ汁だよ！

図 1 ４ 『家族ふれ合い便』は家族のコミュニケーションに役立つ

図 1 2 保 護 者 が 『家 族 触 れ 合 い 便 』に 記 入 す る 思 い

図 1 1 家 族 の コ メ ン ト は 、 授 業 や 家 庭 で 子 ど も に 生 か さ れ て い る


